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本邦においてオオハザメの化石は北海道から沖縄ま
で70地点以上から報告されており、このなかでも石川・
富山地域では比較的産出例が多い（矢部ほか2000)。
石川県内では江戸時代からの記録があり、野村
(1999）は、木内石亭が雲根志後編（1779）のなかで
七尾産「天狗爪石」として紹介したものの一つがオオ
ハザメの歯化石であると断定している。このほか石j|言
県内では他に少なくとも15点以上のオオハザメ化石の
産出が確認されている（表2)。
一方富山県内では、魚津市大熊より1点（後藤・赤
羽1982)、滑川市箕輪より1点（田中私信)、滑川市東
福寺より1点（二川1990)、滑川市東福寺野より1点
(立山博物館2003)、富山市八尾町井栗谷より2点（金
子・後藤1992)、高岡市岩坪より1点（立山博物館200
3)、高岡市頭川より1点（後藤・後藤1987)、本報告
により県西部より産出した1点、以上計9点が報告さ
れたことになる。これに加え、立山町内で造成した宅
地内で発見された例がある（田中私信)。この歯化石
については本来の産出場所の特定は不可能であるが、
やはり県内の採土場から採られた砂が宅地造成に使用
された可能性が高い。
これらの石川・富山両県で発見されたオオハザメ化
石の産出記録は、中部中新統～上部中新統から報告さ
れたものがほとんどである。今回発見された歯化石は、
前述のとおり産地・産出層準を特定することは不可能
であるが、頭川石灰質砂岩層から産出したものであれ
ば、石川・富山地域の報告のなかでは比較的新しい鮮
新統からの産出例となる。しかし産地未詳に加え、標
本全体が摩耗を受けており、再堆積を受けている可能
性もあることから、産出層準およびその年代について
は推測の域を出ない。
Randall（1973）は、現生ホホジロザメの最も大き
い上顎歯の歯冠の高さと体長との相関グラフを示し、
オオハザメについてもこれを適応し、体長を算出して
いる。また上野ほか（1989）では同一個体と思われる
オオハザメの歯化石を計測し、同じ歯列順位の上下で
は上顎歯に比べ下顎歯が小さくなる傾向を示している。
これらのことを考慮し推測すると、本報告の歯化石は、
少なく見積もっても体長8m以上のオオハザメであっ
たと考えられる。
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図版氷見市で発見されたオオハザメ（Caﾉ℃haroc/esmega/odon）の右下顎歯
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